
始
め
に

第
一
章
全
体
的
概
観

１

中
華
民
国
初
期
法
制
の
研
究
と
日
本
統
治
下
の
台
湾
法
制
の
研
究

２

伝
統
法

(

固
有
法)

研
究

３

慣
習
或
は
人
の
日
常
行
動
の
研
究

４

そ
の
他

第
二
章

個
別
分
析

台
湾
の
法
文
化
研
究
に
つ
い
て

終
わ
り
に

始
め
に

台
湾
で
は
一
九
八
七
年
七
月
の
戒
厳
令
解
除
以
降
社
会
の
変
化
が
加

速
す
る
。
九
〇
年
代
に
入
る
と
そ
の
変
化
は
一
層
急
速
化
し
、
九
〇
年

代
後
半
は
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た

(

１)

。
政
治
的
に
は
も
は
や
国

民
党
が
独
裁
的
に
統
治
す
る
体
制
で
は
な
く
な
っ
た
台
湾
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
至
る
過
程
で
学
問
の
面
に
も
大
き
な
変
化
が
現
れ
た
の
で
あ
り
、

法
制
史
研
究
の
分
野
で
も
そ
れ
は
同
様
と
い
え
、
研
究
面
で
の
新
傾
向

が
登
場
し
て
き
た
こ
と
等
も
見
て
と
れ
る
。
こ
の
点
を
詳
し
く
知
る
た

め
に
本
稿
で
は
一
九
九
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
ま
で
に
台
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台
湾
の
法
制
史
学
界
の
動
向

(

一
九
九
〇
―
二
〇
〇
〇
年)

松

田

恵

美

子



し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
と
、
著
書
と
し
て
、
清
代
の
中
央
裁
判

機
関
と
中
央
裁
判
機
関
に
お
け
る
手
続
き
に
つ
い
て
述
べ
る

『

清
代
中

央
司
法
審
判
制
度』

(

文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

が
あ
り
、
論
文

と
し
て
、
清
代
に
台
湾
の
事
件
処
理
に
関
与
し
た
中
央
機
関
と
地
方
機

関
に
つ
い
て
述
べ
る

｢

清
代
台
湾
案
件
的
司
法
審
判
機
関｣

(

国
立
空
中

大
学

『

社
会
科
学
学
報』

六
期
、
一
九
九
八
年)

、
各
機
関
の
手
続
き
に

つ
い
て
よ
り
詳
し
く
述
べ
る

｢

清
代
台
湾
案
件
的
司
法
審
判
程
序｣

(『

政
大
法
学
評
論』

六
〇
期
、
一
九
九
八
年)

、
明
代
の
地
方
と
中
央
の

司
法
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る｢

明
代
的
司
法
制
度｣
(『

政
大
法
学
評
論』

六
一
期
、
一
九
九
九
年)

が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
法
律
思
想
史
分
野
で
は
、
こ
こ
十
年
は
黄
源
盛

氏
が
そ
の
中
心
的
研
究
者
と
い
え
よ
う
。
黄
氏
の
法
律
思
想
史
研
究
は

広
範
な
内
容
を
含
み
、
中
国
の
思
想
家
研
究
、
礼
観
念
の
研
究
、
清
末

の
近
代
法
典
の
編
纂
に
関
す
る
研
究
等
に
わ
た
り
、
研
究
業
績
は
極
め

て
多
い
。
近
年
こ
れ
ら
の
研
究
は

『

中
国
伝
統
法
制
與
思
想』

(

五
南
図

書
出
版
、
一
九
九
八
年)

と
し
て
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
所
収

論
文
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
。
中
国
の
思
想
家
た
ち
の
法
に

関
わ
る
思
想
を
扱
う
も
の
と
し
て

｢

墨
子
的
法
理
思
想｣

、｢

荀
子
的
礼

法
思
想
方
法｣

、｢

韓
非
的
歴
史
観
及
其
法
理
思
想｣

、
春
秋
の
経
義
を
も
っ

て
刑
罰
を
論
じ
た
董
仲
舒
の
扱
っ
た
事
案
や
彼
の
思
想
等
を
分
析
す
る

｢

董
仲
舒
春
秋
折
獄｣

、
董
仲
舒
以
外
の
人
物
に
よ
る
春
秋
折
獄
案
例
を

取
り
上
げ
る

｢

両
漢
春
秋
折
獄
案
例｣

が
あ
り
、
礼
に
関
わ
る
問
題
ま

た
律
の
特
徴
を
論
ず
る
も
の
と
し
て

｢

唐
律
中
的
礼
教
法
律
思
想｣
、

｢

唐
律
刑
事
責
任
能
力｣

｢

中
国
法
律
的
伝
統
與
蛻
変｣

が
あ
り
、
更
に

清
末
の
法
典
編
纂
に
関
わ
る
動
き
、
沈
家
本
の
思
想
、
日
本
の
近
代
法

典
編
纂
と
の
比
較
研
究
と
い
え
る
も
の
と
し
て

｢

晩
清
法
制
近
代
化
的

動
因
及
其
開
展｣

、｢

晩
清
修
律
大
臣
沈
家
本｣

、｢

大
清
新
刑
律
的
礼
法

争
議｣

、｢

従
伝
統
身
分
差
等
到
近
代
平
権
立
法｣

、｢

従
法
継
受
観
点
比

較
晩
清
與
日
本
刑
事
立
法
的
近
代
化｣

、｢

伝
統
中
国
〈
罪
刑
法
定
〉
的

歴
史
発
展｣

、｢

民
初
暫
行
新
刑
律
的
歴
史
與
理
論｣

が
あ
る
。

黄
氏
に
よ
る
も
の
以
外
の
法
律
思
想
史
分
野
で
の
研
究
と
し
て
は
、

黄
静
嘉

｢

沈
家
本

中
国
法
制
現
代
化
之
父｣

(『

中
国
論
壇』

三
一

巻
四
期
、
一
九
九
一
年)

、
�
佳
美

｢

韓
非
的
法
治
思
想｣

(『

華
岡
法
科

学
報』

一
〇
期
、
一
九
九
二
年)

郭
鳳
明

｢

沈
家
本
刑
罰
人
道
立
法
思

想｣
(『

国
史
館
館
刊』

復
刊
一
五
期
、
一
九
九
三
年)

、
同

｢

沈
家
本
與

大
清
新
刑
律
之
制
定｣

(『

国
史
館
館
刊』

復
刊
一
六
期
、
一
九
九
四
年)

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
研
究
業
績
の
見
ら
れ
る
台
湾
の
法
制
史
学
界
に
お

い
て
、
最
近
十
年
の
間
に
新
傾
向
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

中
華
民
国
初
期
の
法
制
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
と
、
台
湾
の
法
制
を

台湾の法制史学界の動向

��－�･�－ (名城 ���)���

湾
で
発
表
さ
れ
、
筆
者
が
入
手
し
た
文
献
に
基
づ
き
、
台
湾
の
法
制
史

学
界
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は

ま
た
他
の
地
域
で
の
法
制
史
研
究
の
状
況
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も

し
何
ら
か
の
啓
発
を
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
研
究
の
深
化
の
た
め

に
有
益
だ
と
思
う
か
ら
で
も
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
第
一
章
で
最
近
十
年
間
の
台
湾
の
法
制
史
学
界
の
研

究
状
況
に
つ
い
て
全
体
的
に
概
観
す
る
。
そ
の
場
合
研
究
内
容
を
四
つ

の
特
徴
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
う
え
で
、
そ
の
各
々
に
つ
き
節
を
設
け

て
述
べ
る
も
の
と
す
る
。
四
つ
の
節
は
中
華
民
国
初
期
法
制
の
研
究
と

日
本
統
治
下
の
台
湾
法
制
の
研
究
、
伝
統
法

(

固
有
法)

研
究
、
慣
習

或
は
人
の
日
常
行
動
の
研
究
、
そ
の
他
、
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
章
で
は
個
別
的
な
分
析
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
そ
こ

で
は
一
つ
の
論
題
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
法
制
史
学
界
へ

の
分
析
を
深
め
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
分
析
の
た
め
の
論
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
の
は
、
台
湾
に
お
け
る
法
文
化
研
究
で
あ
る
。
本
稿
は
第
一

章
で
台
湾
の
法
制
史
研
究
の
内
容
を
四
つ
の
特
徴
に
基
づ
い
て
分
類
す

る
が
、
そ
の
一
方
で
ど
の
特
徴
と
も
関
わ
る
も
の
と
し
て
法
文
化
研
究

が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
台

湾
の
研
究
者
の
間
で
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
い
え
な
い
。

台
湾
の
学
界
に
身
を
置
く
も
の
で
は
な
い
筆
者
が
一
つ
の
共
通
項
で
括

り
う
る
研
究
が
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
個
人
の
判
断

に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
、
も
し
逆
に
暗
黙
の
う
ち
に
台
湾
の
法
制
史
学

界
の
近
年
の
共
通
の
一
つ
の
論
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る

法
文
化
研
究
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
を

な
す
こ
と
は
台
湾
の
法
制
史
研
究
者
の
間
の
共
通
の
問
題
意
識
を
明
ら

か
と
し
、
学
界
の
動
向
を
よ
り
鮮
明
に
し
う
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

第
一
章
全
体
的
概
観

１

中
華
民
国
初
期
法
制
の
研
究
と
日
本
統
治
下
の
台
湾
法
制
の
研
究

一
章
で
は
台
湾
の
法
制
史
学
界
を
全
体
的
に
概
観
す
る
つ
も
り
で
あ

る
が
、
ま
ず
台
湾
で
中
国
法
制
史
研
究
を
更
に
細
か
く
分
け
た
場
合
に

使
わ
れ
る
中
国
法
制
史
研
究
と
中
国
法
律
思
想
史
研
究
と
い
う
区
分
に

従
っ
て
そ
の
研
究
状
況
を
み
た
う
え
で
、
そ
の
中
に
現
れ
た
新
傾
向
と

し
て
中
華
民
国
初
期
法
制
と
日
本
統
治
下
の
台
湾
法
制
の
研
究
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
こ
十
年
の
中
国
法
制
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
那
思
陸
氏
が

最
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
司
法
制
度
史
が
那
氏
の
専

門
で
あ
り
、
明
清
時
代
の
司
法
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
を
次
々
と
発
表

研究ノート
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状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る｢

大
理
院
司
法
�
案
的
典
蔵
整
理
與
研
究｣

、

大
理
院
の
活
動
状
況
や
大
理
院
の
判
例
の
う
ち
慣
習
が
問
題
と
な
っ
た

も
の
、
ま
た
信
義
則
に
関
係
す
る
も
の
を
検
討
す
る

｢

民
初
大
理
院

(

一
九
一
二

一
九
二
八)｣

、｢

大
理
院
民
事
審
判
與
民
事
習
慣｣

、｢

大

理
院
関
於
誠
信
原
則
的
法
理
及
其
運
用｣

、
行
政
訴
訟
を
扱
う
機
関
と
し

て
設
け
ら
れ
た
平
政
院
の
扱
っ
た
事
件
を
検
討
す
る

｢

平
政
院
裁
決
書

整
編
與
初
探

(

一
九
一
四

一
九
二
八)｣

、
刑
律
草
案
や
刑
事
訴
訟
律

草
案
を
検
討
す
る

｢

民
元
《
暫
行
新
刑
律
》
的
歴
史
與
理
論｣

、｢

民
国

四
年
《
修
正
刑
法
草
案
》
�
遺｣

、｢

民
国
七
年
《
刑
法
第
二
次
修
正
案

》
及
其
改
定
案
述
評｣

、｢

民
初
近
代
刑
事
訴
訟
的
生
成
與
開
展

大

理
院
関
於
刑
事
訴
訟
程
序
判
決
箋
釈

(

一
九
一
二

一
九
一
四)｣

で
あ

る
。民

国
初
期
法
制
研
究
に
つ
い
て
は
黄
源
盛
氏
に
よ
る
も
の
以
外
は
ほ

と
ん
ど
目
に
し
な
い
の
に
対
し
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
の
法
制
研
究
に

つ
い
て
は
近
年
急
激
に
そ
の
量
と
研
究
者
数
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
王
泰
升
氏
で
あ
る
。
王
氏
の
日
本
統
治

下
の
台
湾
法
制
の
研
究
に
お
い
て
は
三
つ
の
視
点
が
み
ら
れ
る
。
一
つ

は
当
時
の
法
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
当
時
の
台

湾
の
慣
習
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
日
本
統
治
下
の

台
湾
法
制
の
研
究
を
な
す
こ
と
の
意
義
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三

つ
各
々
の
視
点
か
ら
或
は
三
視
点
を
融
合
す
る
形
で
論
ず
る
手
法
で
王

氏
は
多
数
の
論
文
を
九
〇
年
代
に
発
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
論
文
を

集
大
成
し
た
も
の
が
、『

台
湾
法
律
史
之
建
立』

(

国
立
台
湾
大
学
法
学

叢
書
、
一
九
九
七
年)

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

｢

法
律
史｣

と
い
う
用
語

で
あ
る
が
、
王
泰
升
氏
は

｢

法
制
史｣

と
は
決
し
て

｢

法
制
度
史｣

の

意
味
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

｢

法
制
史｣

を

｢

法
制
度
史｣

と
み
な

す
人
々
が
い
る
こ
と
か
ら
、
自
身
の
研
究
が
法
制
度
の
み
を
扱
う
研
究

と
捉
え
ら
れ
る
誤
解
を
避
け
る
た
め

｢

法
律
史｣

と
の
言
葉
を
用
い
る

と
、
本
著
書
の

｢

導
論｣

で
述
べ
る
。
本
著
書
所
収
論
文
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。｢

法
制｣

と
い
う
面
よ
り
み
た
場
合
の
台
湾
に
つ

い
て
の
時
代
区
分
を
述
べ
る

｢

台
湾
主
体
性
的
法
律
史
研
究｣

、
台
湾
法

律
史
研
究
の
再
評
価
の
た
め
に
戦
前
と
戦
後
の
台
湾
の
法
制
に
つ
い
て

の
研
究
状
況
を
述
べ
る｢

撥
雲
見
日
的
台
湾
法
律
史
研
究｣

、
日
本
統
治

時
代
の
台
湾
に
お
け
る
法
律
の
種
類
、
行
政
・
司
法
機
関
に
つ
い
て
述

べ
る

｢

日
治
時
期
台
湾
特
別
法
域
之
形
成
與
内
涵

台
・
日
的
〈
一

国
両
制
〉｣

、
司
法
制
度
・
刑
事
関
連
の
法
律
、
民
事
関
連
の
法
律
と
慣

習
に
つ
い
て
述
べ
る

｢

日
本
殖
民
統
治
下
台
湾
的
法
律
改
革｣

、
台
湾
総

督
の
律
令
を
発
す
る
権
限
と
天
皇
大
権
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
六
三

問
題
と
台
湾
議
会
設
置
の
た
め
の
請
願
運
動
を
扱
う

｢

台
湾
日
治
時
期

憲
法
史
初
探｣

、
歴
史
的
観
点
か
ら
台
湾
の
主
権
の
所
在
を
問
う

｢

台
湾

台湾の法制史学界の動向
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研
究
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

台
湾
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
歴
史
学
者
に
よ
る
近
代
史
研
究

と
し
て
、
孫
文
研
究
、
憲
法
制
定
問
題
の
研
究
、
行
政
制
度
研
究
は
か

な
り
存
在
す
る
も
の
の
、
法
学
部
で
は
憲
法
学
者
に
よ
る
憲
法
史
研
究

の
中
で
中
華
民
国
初
期
に
言
及
さ
れ
る
以
外
に
は
中
華
民
国
初
期
法
制

研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
台
湾
の
法
制
に
つ
い
て
の
研
究
も
極
わ

ず
か
で
あ
る

(

２)

。

と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
二
つ
を
対
象
と

す
る
法
制
史
学
者
に
よ
る
研
究
が
次
々
と
現
れ
る
。
前
掲
の
黄
源
盛
氏

に
お
い
て
は
八
〇
年
代
に
は
古
代
の
法
思
想
研
究
が
研
究
の
中
心
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
九
〇
年
代
は
清
末
の
官
僚
・
法
思
想
家
で
あ
る
沈
家

本
に
関
す
る
研
究
、
清
末
の
近
代
法
継
受
の
問
題
が
研
究
題
材
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
黄
氏
は
更
に
中
華
民
国
初
期
の
法
制

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
那
思
陸
氏
を
み
て
も
清
代
の
台
湾
の

司
法
制
度
の
研
究
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
が
前
掲
論
文
よ
り
わ
か
る
の

で
あ
り
、
那
氏
は
台
湾
法
制
史
の
研
究
の
た
め
に
は
日
本
統
治
時
代
の

台
湾
法
制
と
並
ん
で
、
清
朝
統
治
下
の
台
湾
法
制
の
研
究
も
欠
く
べ
き

で
は
な
い
と
述
べ
る

(

前
掲
那
思
陸

｢

清
代
台
湾
案
件
的
司
法
審
判
機

関｣

三
頁)

。
那
氏
の
清
代
台
湾
の
司
法
制
度
研
究
の
他
、
清
朝
時
代
の

台
湾
の
械
闘
一
二
五
例
を
分
析
す
る
許
達
然

｢

械
闘
和
清
朝
台
湾
社
会｣

(『

台
湾
社
会
研
究
季
刊』

二
三
期
、
一
九
九
六
年)

等
の
論
稿
も
あ
る

が
、
近
年
台
湾
法
制
史
研
究
の
中
で
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の

は
後
述
す
る
日
本
統
治
下
で
の
台
湾
法
制
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
中
華
民
国
初
期
法
制
や
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
法

制
の
研
究
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
台
湾
で
は
あ

ま
り
な
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
台
湾
に
お
い
て

｢

近
代
法
制
史
研
究｣

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
民
国
初

期
法
制
研
究
の
有
用
性
を
説
く
も
の
と
し
て
、
欧
陽
正

｢

民
国
初
年

(

一
九
一
二

一
九
二
七)

法
制
史
研
究
芻
論

中
国
法
制
研
究
的
一

個
新
方
向｣

(

国
立
空
中
大
学『

社
会
科
学
学
報』

三
期
、
一
九
九
五
年)

が
あ
る
。

次
に
こ
の
最
近
の
新
し
い
研
究
動
向
と
い
え
る
中
華
民
国
初
期
の
法

制
研
究
と
日
本
統
治
下
の
台
湾
の
法
制
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
く
述
べ
る
も
の
と
す
る
。

中
華
民
国
初
期
の
法
制
研
究
と
し
て
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
黄
源

盛
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黄
氏
に
よ
っ
て
九
〇
年
代
後
半
に
次
々

と
発
表
さ
れ
た
論
文
は

『

民
初
法
律
変
遷
與
裁
判』

(

国
立
政
治
大
学
法

学
叢
書
、
二
〇
〇
〇
年)

と
し
て
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
所
収

論
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
中
国
大
陸
の
中
国
第
二
歴
史
�
案
館
に

お
け
る
中
華
民
国
期
の
公
文
書
の
保
存
状
況
、
台
湾
で
の
資
料
整
理
の

研究ノート
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本
統
治
下
台
湾
法
制
研
究
の
先
駆
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
黄
静
嘉
氏
に

よ
る
九
〇
年
代
の
研
究

｢

台
湾
族
群
社
会
近
百
年
来
法
制
経
験
序
説｣

(『

律
師
通
訊』

一
六
四
期
、
一
九
九
三
年)

、
日
本
統
治
下
台
湾
で
効
力

を
持
っ
た
法
令
を
整
理
す
る
黄
宗
楽

｢

日
本
時
代
台
湾
法
制
的
発
展｣

(『

輔
仁
法
学』

一
七
期
、
一
九
九
八
年)

、
日
本
統
治
下
の
保
甲
制
度
の

成
立
過
程
を
迹
る
洪
秋
芬

｢

日
據
初
期
台
湾
的
保
甲
制
度

(

一
八
九
五

一
九
〇
三)｣

(『

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊』

二
一
期
、
一
九

九
二
年)

、
同
じ
く
洪
秋
芬
氏
の
長
年
保
正
を
務
め
た
張
麗
俊
の
日
記
に

基
づ
い
て
保
甲
の
実
際
の
運
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

｢

日

治
初
期
葫
蘆
�
区
保
甲
実
施
的
情
形
及
保
正
角
色
的
探
討

(

一
八
九
五

一
九
〇
九)｣

(『

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊』

三
四
期
、
二
〇

〇
〇
年)

で
あ
る
。
慣
習
研
究
と
し
て
は
、
台
湾
の
慣
習
で
あ
る
祭
祀

公
業
を
扱
う
陳
井
星

『

台
湾
祭
祀
公
業
新
論』

増
訂
三
版

(

文
笙
書
局
、

一
九
九
七
年)

、
祭
祀
公
業
に
つ
い
て
の
日
本
統
治
下
で
の
対
応
と
国
民

党
政
府
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る
林
端

｢

〈
国
家
制
定
法
〉
與
〈
民
間
習

慣
〉

台
湾
〈
祭
祀
公
業
〉
的
歴
史
社
会
分
析
Ⅰ�｣

(『

法
制
史
研
究』

創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年)

が
あ
る
。
陣
井
星
氏
の
著
作
は
現
代
の
台
湾

に
お
け
る
祭
祀
公
業
関
連
の
法
令
、
行
政
庁
や
裁
判
所
の
扱
い
方
を
詳

し
く
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
統
治
時
代
の
法
令
、
判
決
例
、

関
連
文
献
に
も
言
及
し
て
お
り
、
祭
祀
公
業
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
他
、
黄
宗
楽

｢

近
百
年
台
湾
法
制
研
究
之
特
殊
意
義｣

(『

律
師
通
訊』

一
九
五
期
、
一
九
九
五
年)

は
、
台
湾
法
制
の
研
究
の

重
要
性
を
率
直
に
訴
え
、
本
来
の
英
文
論
文
が
圧
縮
、
翻
訳
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
謝
舒
凱

｢

台
湾
法
律
歴
史
学
的
基
本
問
題｣

(『

法
律
学
刊』

二
三
期
、
一
九
九
二
年)

は
、
歴
史
的
に
台
湾
の
法
制
を
研
究
す
る
こ

と
は
現
代
台
湾
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
端
緒
を
与
え
る
意
味
を
持
つ
と

主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
に
近
年
台
湾
法
制
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
る
。

ま
た
論
文
集
と
し
て
は
、
一
八
九
五
年
の
日
本
に
よ
る
台
湾
の
統
治

開
始
よ
り
数
え
て
百
年
を
意
味
す
る

『

台
湾
法
制
一
百
年
論
文
集』

が

台
湾
法
学
会

(

中
国
比
較
法
学
会
か
ら
一
九
九
五
年
に
改
称)

に
よ
っ

て
一
九
九
六
年
一
一
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
一
九
九
五

年
一
一
月
と
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
台
湾
法
学
会
で
の
報
告
原
稿
と
そ

の
時
の
討
論
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
扱
わ
れ
た
題
材
は
憲
法
体

制
、
国
際
法
や
対
外
関
係
に
関
わ
る
問
題
、
商
法
や
経
済
法
関
連
の
法

制
度
、
教
育
制
度
、
土
地
制
度
、
家
族
法
上
の
問
題
、
弁
護
士
制
度
と

い
う
よ
う
に
幅
広
い
分
野
を
含
み
、
報
告
は
い
ず
れ
も
歴
史
的
な
法
制

度
の
展
開
へ
の
言
及
も
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
台
湾
の
現
代
法
制
史
研
究
と
も
い
え
る
王
泰
升

｢

台
湾
戦

台湾の法制史学界の動向

��－�･�－ (名城 ���)���

歴
史
上
的
主
権
問
題｣

、
台
湾
で
の
商
業
活
動
、
慣
習
と
制
定
法
と
の
関

係
を
検
討
す
る

｢

台
湾
企
業
組
織
法
之
初
探
與
省
思｣

、
日
本
統
治
と
国

民
党
統
治
下
の
台
湾
の
法
的
問
題
、
慣
習
を
検
討
す
る

｢

百
年
来
台
湾

法
律
西
方
化｣
で
あ
る
。

ま
た
王
泰
升
氏
の
著
書
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
提
出

し
た
博
士
論
文
に
補
充
を
な
し
た
う
え
で
中
文
に
書
き
改
め
た
も
の
で

あ
る『

台
湾
日
治
時
期
的
法
律
改
革』

(

聯
経
、
一
九
九
九
年)

が
あ
る
。

本
書
も
日
本
統
治
前
の
台
湾
に
始
ま
り
、
日
本
統
治
下
に
関
し
て
は
、

六
三
問
題
、
日
本
の
統
治
政
策
と
法
制
、
裁
判
所
制
度
、
抗
日
運
動
と

刑
事
法
制
、
慣
習
と
民
事
法
制
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
し
て
更
に

日
本
統
治
終
結
後
の
台
湾
に
も
言
及
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
幅
広
い
題

材
を
扱
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

二
著
書
以
外
に
も
王
氏
の
研
究
叢
績
は
多
く
、
そ
の
う
ち
四
点
を
掲

げ
る
。
台
湾
の
家
族
に
関
わ
る
慣
習
と
日
本
統
治
下
の
裁
判
所
の
判
決

と
の
関
係
を
検
討
す
る

｢

日
治
時
期
台
湾
人
親
属
継
承
的
変
與
不
変｣

(『

政
大
法
学
評
論』

五
八
期
、
一
九
九
七
年)

、
日
本
統
治
時
代
に
な
さ

れ
た
財
産
処
分
が
元
と
な
り
生
じ
た
紛
争
を
台
湾
の
現
在
の
裁
判
所
が

裁
い
た
事
件
を
取
り
上
げ
法
律
史
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
法
律
史
教
育

の
重
要
性
を
訴
え
る

｢

論
台
湾
法
律
史
在
司
法
実
務
上
的
運
用

以

在
個
案
中
適
用
旧
的
国
家
法
為
中
心

｣
(『

台
湾
本
土
法
学
雑
誌』

一
五
期
、
二
〇
〇
〇
年)

、
扱
う
時
代
が
日
本
統
治
時
期
で
は
な
い
が
、

清
の
時
代
の
台
湾
の
慣
習
に
つ
い
て
略
述
す
る

｢

清
治
時
期
〈
民
事
〉

法｣
(『

月
旦
法
学
雑
誌』

六
五
期
、
二
〇
〇
〇
年)

、
王
泰
升
氏
と
他
三

名
の
論
文
か
ら
成
る

｢

従
民
間
軼
事
看
法
律
史

迎
接
法
律
新
鮮
人｣

(『

月
旦
法
学
雑
誌』

五
三
期
、
一
九
九
九
年)

で
あ
る
。
こ
の

｢

従
民

間
軼
事
看
法
律
史｣

中
の
王
論
文

｢

変
遷
中
的
台
湾
人
民
法
律
観｣

は

台
湾
の
人
々
の
法
観
念
を
問
題
に
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
は
あ
る

紛
争
を
仮
定
し
清
律
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
場
合
と
、
現
行
の
台
湾
の

法
律
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
場
合
を
比
較
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
事
件
解
決
方
法
が
現
在
の
台
湾
の
人
々
の
共
感
を
よ
ぶ
か
と
い

う
こ
と
を
問
題
に
す
る
。
他
三
名
の
論
文
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
陳�

雄

｢

盗
匪
的
正
義
観

論
梁
山
泊
的
恩
義
世
界｣

は
、
水
滸
伝
等
を

材
料
に
伝
統
中
国
社
会
で
の
法
の
役
割
を
検
討
し
、
劉
恆
�｢

由
包
公

系
列
小
説
看
伝
統
中
国
正
義
観｣

は
、
名
裁
き
を
み
せ
た
人
物
と
し
て

し
ば
し
ば
戯
曲
や
文
学
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

｢

包
公｣

を
主
人
公

と
す
る
小
説
を
材
料
に
伝
統
中
国
社
会
で
の
法
に
対
す
る
考
え
方
を
検

討
し
、
徐
振
雄

｢

従
〈
典
範
転
移
〉
観
点
論
中
国
伝
統
法
律
文
化
與
現

代
法
律
価
値｣

は
、
清
末
の
近
代
法
概
念
の
導
入
時
を
取
り
上
げ
、
近

代
法
概
念
と
伝
統
法
概
念
の
関
係
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

王
泰
升
氏
以
外
に
よ
る
台
湾
法
制
研
究
と
し
て
は
以
下
が
あ
る
。
日

研究ノート
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九
一
年)

、
ま
た
儒
家
思
想
が
ど
の
よ
う
に
律
の
中
に
実
現
さ
れ
る
に
至
っ

た
か
を
述
べ
る
同
じ
く
陳
恵
馨

｢

儒
家
・
法
家
思
想
在
中
国
伝
統
法
制

的
融
合
過
程｣

(

中
国
法
制
史
学
会
編
輯

『

中
国
法
制
現
代
化
之
回
顧
與

前
瞻』

、
一
九
九
三
年)

、
清
末
に
政
治
の
革
新
を
説
い
た
何
啓
と
胡
礼

垣
が
重
要
性
を
主
張
し
た

｢

情
理｣

の
意
味
を
分
析
す
る
葉
仁
昌

｢

伝

統
與
批
判
的
転
化

何
啓
與
胡
礼
垣
的
合
理
性
與
実
用
主
義｣
(『

法

商
学
報』

三
〇
期
、
一
九
九
四
年)

、
儒
家
の

｢

尊
君
愛
民｣
｢

天
人
関

係｣
｢

道
徳
主
体｣

の
観
念
を
西
洋
文
化
と
比
較
す
る
同
じ
く
葉
仁
昌

｢

儒
家
與
民
主
在
詮
釈
上
的
両
面
性｣

(『

法
商
学
報』

三
二
期
、
一
九
九

六
年)

、
伝
統
中
国
法
と
西
欧
近
代
法
の
特
徴
を
比
較
し
、
両
者
を
融
合

さ
せ
る
新
し
い
法
文
化
形
成
の
必
要
を
い
う
黄
源
盛

｢

従
法
継
受
観
点

論
中
国
法
律
文
化
的
伝
統
與
転
折｣
(『

法
理
学
論
叢

紀
念
楊
日
然

教
授』

月
旦
出
版
社
、
一
九
九
七
年)

、
中
国
の
伝
統
法
思
想
の
特
徴
と

西
欧
近
代
法
の
特
徴
を
比
較
す
る
同
じ
く
黄
源
盛

｢

中
華
法
律
的
伝
統

與
蛻
変｣

(

初
出
一
九
九
七
年
、
前
掲
同
氏

『

中
国
伝
統
法
制
與
思
想』

所
収)

、
清
代
の
婚
姻
に
関
わ
る
礼
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
解
釈
を
分
析
す

る
張
壽
安

｢

十
八
・
十
九
世
紀
中
国
伝
統
婚
姻
観
念
的
現
代
転
化｣

(『

近
代
中
国
婦
女
史
研
究』

八
期
、
二
〇
〇
〇
年)

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
伝
統
中
国
の
法
思
想
の
特
性
と
西
欧
近
代

法
の
特
性
が
比
較
さ
れ
る
時
、
主
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
伝
統
中

国
の
法
思
想
で
は
西
欧
近
代
法
上
の
如
何
な
る
概
念
が
欠
け
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
欠
け
て
い
る
西
欧
近
代
法
の
概
念
を
ど
う
取
り

入
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
儒
家
思
想
の
影
響
下
に
あ

る
伝
統
中
国
社
会
で
は
、
人
は
相
互
の
関
係
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、

国
家
の
制
定
法
も
個
人
よ
り
も
社
会
全
体
の
秩
序
を
重
視
す
る
も
の
と

な
り
、
ま
た
皇
帝
統
治
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
伝
統
中
国
法
が
存
続
し
た
社
会
で
は
、
個
人
の
権
利
・
自
由

の
保
障
、
人
と
人
の
平
等
、
民
主
政
治
と
い
う
よ
う
な
発
想
は
生
ま
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
現
代
の
社
会
に
お
い
て
は
西
欧
近
代
法

が
実
現
し
た
こ
れ
ら
の
観
念
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
方
で
伝
統
中
国
法
の
特
性
と
西
欧
近
代
法
の
特
性
を
比

較
し
つ
つ
論
じ
る
時
に
、
異
な
る
視
点
か
ら
論
ず
る
も
の
も
現
れ
て
い

る
。
現
代
社
会
の
新
し
い
秩
序
形
成
へ
の
寄
与
と
い
う
観
点
か
ら
伝
統

法
思
想
の
再
構
成
を
試
み
よ
う
と
の
視
点
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
在
台
湾
は
急
激
な
社
会
の
変
化
の
中
に
置
か
れ

て
い
る
た
め
に
、
従
来
の
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
精
神
的
基

盤
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
法
制
史
研

究
者
も
伝
統
法
研
究
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
を
行
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
以
下
の

台湾の法制史学界の動向
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後
初
期
的
政
権
転
替
與
法
律
体
系
的
承
接

(

一
九
四
五
至
一
九
四
九)｣

(『
台
大
法
学
論
叢』

二
九
巻
一
期
、
一
九
九
九
年)

が
あ
る
。
こ
の
時

期
は
日
本
統
治
が
終
結
し
、
国
民
党
政
権
が
台
湾
に
移
転
す
る
ま
で
の

期
間
で
あ
り
、
期
間
と
し
て
は
短
い
も
の
の
法
制
を
含
め
台
湾
社
会
は

大
き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
、
台
湾
に
と
っ
て
は
重
大
な
意
味
を
持
つ
。

王
泰
升
氏
は
更
に
こ
の
時
期
の
法
制
上
の
問
題
も
研
究
対
象
と
す
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
中
国
法
制
史
と
は
別
に
台
湾
法
制
史
と
い
う
研
究
分
野
を

確
立
す
る
こ
と
は
政
治
的
意
味
を
連
想
さ
せ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
台

湾
法
制
史
の
研
究
分
野
で
最
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
王
泰
升
氏
は

前
掲

『

台
湾
法
律
史
的
建
立』

の

｢

導
論｣
部
分
に
お
い
て
、
自
身
の

研
究
の
学
問
的
意
図
を
強
調
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
王
氏
の
研
究
に

つ
い
て
は
彼
の
意
図
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２

伝
統
法

(

国
有
法)

研
究

前
節
で
は
台
湾
に
お
い
て
中
国
法
律
思
想
史
研
究
と
呼
ば
れ
る
分
野

の
研
究
に
触
れ
た
が
、
台
湾
で
は
法
思
想
史
研
究
の
一
環
と
し
て
従
来

か
ら
伝
統
法

(

国
有
法)

研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

時
に
は
法
文
化
研
究
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
伝
統
法
研
究
に
つ
い
て
は

こ
こ
十
年
の
う
ち
に
も
多
く
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
で
の
特
色

も
見
ら
れ
る
の
で
、
中
国
法
律
思
想
史
研
究
の
箇
所
に
含
め
ず
節
を
改

め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

伝
統
法

(

国
有
法)

研
究
で
は
儒
家
思
想
や
法
家
思
想
が
伝
統
中
国

の
法
思
想
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
法
思
想
、
ま
た

そ
の
法
思
想
の
下
で
の
法
制
度
が
現
行
法
と
し
て
の
西
欧
近
代
法
上
の

概
念
や
制
度
と
対
比
さ
れ
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
以
下

の
論
稿
が
あ
る
。

現
代
の
法
観
念
よ
り
み
た
孔
子
・
孟
子
思
想
の
利
点
と
欠
点
を
述
べ

る
林
文
雄

｢

従
現
代
的
法
治
観
点
看
孔
孟
的
法
律
思
想｣

(『

台
大
法
学

論
叢』

一
九
巻
二
期
、
一
九
九
〇
年)

、
妾
に
つ
い
て
の
伝
統
法
上
の
扱

い
、
民
国
成
立
後
の
妾
が
関
係
し
た
大
理
院
の
判
決
を
検
討
す
る
陳
怡

栄

｢

従
吾
国
固
有
法
與
現
行
民
法
論
妾
之
法
律
地
位｣

(『

法
商
学
報』

二
四
期
、
一
九
九
〇
年)

、
儒
家
の
個
人
の
位
置
付
け
を
論
じ
た
う
え
で
、

現
代
の
法
制
度
の
中
で
の
個
人
の
確
立
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
を
述
べ

る
馬
漢
宝

｢

個
人
在
中
国
伝
統
與
現
代
法
律
上
之
地
位｣

(

初
出
一
九
九

二
年
、
同
氏

『

法
律
與
中
国
社
会
之
変
遷』

国
立
台
湾
大
学
法
学
叢
書
、

一
九
九
九
年
所
収)

、
伝
統
中
国
律
の
男
女
の
不
平
等
規
定
、
現
行
民
法

の
規
定
、
ま
た
民
法
施
行
以
後
に
な
お
存
在
す
る
男
女
の
不
平
等
に
つ

い
て
述
べ
る
陳
恵
馨

｢

変
動
中
的
人
倫
秩
序
與
法
律
秩
序

従
親
属

法
中
夫
妻
間
的
関
係
談
起｣

(『

台
大
法
学
論
叢』

二
一
巻
一
期
、
一
九

研究ノート
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を
教
化
し
て
き
た
か
を
分
析
す
る
李
孝
悌

｢

従
中
国
伝
統
士
庶
文
化
的

関
係
看
二
十
世
紀
的
新
動
向｣

(『

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊』

一
九
期
、
一
九
九
〇
年)

、
歴
代
の
民
間
の
儀
礼
や
生
活
指
針
の
た
め
の

書
を
分
析
す
る
王
爾
敏

｢

伝
統
中
国
庶
民
日
常
生
活
情
節｣

(『

中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊』

二
一
期
、
一
九
九
二
年)

、
華
北
農
村
六
村

の
中
で
の
人
々
の
活
動
を
分
析
し
、
村
落
の
も
つ
意
味
、
村
落
と
村
落

が
相
互
関
係
を
も
つ
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
を
問
う
章
英

華

｢

清
末
民
初
華
北
農
村
的
村
落
組
織
和
村
際
関
係｣
(『

中
央
研
究
院

民
族
学
研
究
所
集
刊』

七
二
期
、
一
九
九
三
年)

、
一
つ
の
事
件
を
め
ぐ

り
、
自
己
保
身
に
走
る
官
僚
、
そ
の
弱
点
を
利
用
す
る
犯
罪
者
、
後
難

を
恐
れ
真
実
を
告
げ
ぬ
被
害
者
の
姿
等
を
描
き
出
し
、
最
終
的
に
な
さ

れ
た
乾
隆
帝
の
判
断
か
ら
皇
権
の
意
味
を
考
え
る
胡
国
台

｢

皇
権
・
官

僚
與
社
会
秩
序

清
代
乾
隆
朝
張
洪
舜
兄
弟
盗
案
研
究｣

(『

中
央
研

究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊』

二
五
期
、
一
九
九
六
年)

、
宋
代
の
法
令
と

裁
判
例
を
分
析
し

｢

家
長
権｣

を
導
き
出
そ
う
と
す
る
柳
立
言

｢

法
律

糾
紛
看
宋
代
的
父
権
家
長
制

父
母
舅
姑
與
子
女
�
婿
相
争｣

(『

中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

六
九

三
、
一
九
九
八
年)

、
十
七

世
紀
半
ば
か
ら
十
八
世
紀
末
ま
で
の
犯
姦
案
件
を
分
析
し
、
庶
民
が
姦

に
至
る
事
情
、
庶
民
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
意
識
を
探
る
頼
恵
敏
・
徐
思

冷

｢

情
欲
與
刑
罰：

清
前
期
犯
奸
案
件
的
歴
史
解
読

(

一
六
四
四

一

七
九
五)｣

(『

近
代
中
国
婦
女
史
研
究』

六
期
、
一
九
九
八
年)

、
清
朝

雍
正
・
乾
隆
期
の
女
性
誘
拐
・
女
性
出
奔
事
件
を
分
析
し
、
当
時
の
女

性
の
意
識
、
官
の
対
応
等
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
頼
恵
敏
・
朱
慶

薇

｢

婦
女
・
家
庭
與
社
会：

雍
乾
時
期
拐
逃
案
件
分
析｣

(『

近
代
中
国

婦
女
史
研
究』

八
期
、
二
〇
〇
〇
年)

で
あ
る
。

こ
の
慣
習
以
外
の
人
々
の
日
常
生
活
上
の
行
動
に
関
わ
る
研
究
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
歴
史
学
の
研
究
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
中
で
は
法
を
問
う
と
の
視
点
か
ら
の
分
析
は
そ
れ
ほ
ど

な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
々
の
と
る
様
々
な
行
動
を
通
じ

て
そ
の
規
範
意
識
を
探
る
こ
と
の
必
要
性
等
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

こ
の
他
、
張
偉
仁

｢

良
幕
循
吏
汪
輝
祖

一
個
法
制
工
作
者
的
典

範

(

上)(

下)｣
(『

台
大
法
学
論
叢』

一
九
巻
一
期
・
二
期
、
一
九
八
九

年
・
一
九
九
〇
年)

が
あ
り
、
本
論
文
で
は
幕
友
と
し
て
活
躍
し
、
知

県
も
勤
め
た
汪
輝
祖
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
の
著
作
、
ま
た
彼
に
つ
い
て

の
他
者
に
よ
る
叙
述
か
ら
、
法
に
関
与
す
る
者
の
考
え
方
へ
の
追
究
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
汪
輝
祖
の
一
般
人
民
と
の
接
し
方
、
人

生
の
目
標
等
も
彼
の
法
思
想
を
探
る
た
め
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

４

そ
の
他

第
四
節
で
は
そ
の
他
と
し
て
、
個
人
の
論
文
集
や
学
会
に
よ
る
出
版

台湾の法制史学界の動向
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論
文
を
掲
げ
る
。

現
代
社
会
に
応
じ
た
新
し
い
倫
理
を
作
り
出
し
、
人
と
人
の
相
互
の

調
和
を
図
り
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
の
礼
と
法
の
適
応

関
係
を
問
い
直
そ
う
と
す
る
林
咏
栄

｢

倫
理
観
念
的
更
新
及
其
制
度
的

重
建｣

(『

法
学
叢
刊』

一
四
三
期
、
一
九
九
一
年)

、
儒
家
の
法
治
観
念

を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
秩
序
維
持
の
た
め
の
法
治
の
確

立
へ
の
具
体
的
提
案
を
な
そ
う
と
す
る
史
錫
恩

｢

儒
家
法
治
観
念
之
研

究
與
実
践｣

(『

中
華
法
学』

七
期
、
一
九
九
七
年)

、
個
人
の
権
利
を
尊

重
し
つ
つ
、
新
し
い
社
会
秩
序
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
中
国
社
会
が

重
視
し
て
き
た
人
と
人
の
協
調
関
係
を
活
か
す
た
め
に
五
倫
の
再
解
釈

を
試
み
る
馬
漢
宝

｢

思
想
・
法
律
與
社
会
変
遷：
歴
史
観
点
下
的
中
国

経
験｣

(

初
出
一
九
九
九
年
、
前
掲
同
氏

『

法
律
與
中
国
社
会
之
変
遷』

所
収)

、
国
家
の
制
定
法
と
民
間
に
存
在
す
る
行
為
規
範
が
乖
離
し
、
そ

し
て
拮
抗
す
る
状
態
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
前
提
の
下
で
台
湾
に
法
治

社
会
を
確
立
す
る
た
め
の
方
法
を
探
ろ
う
と
す
る
林
端

｢

中
西
不
同
法

律
観
的
頡
頏

継
受
過
程
中
的
台
湾
法
治｣

(

初
出
一
九
九
三
年
、
同

氏

『

儒
家
倫
理
與
法
律
文
化

社
会
学
観
点
的
探
索』

巨
流
図
書
、

一
九
九
四
年
所
収)

で
あ
る
。
こ
の
他
伝
統
法
や
法
文
化
の
再
構
成
を

行
な
お
う
と
の
視
点
を
若
干
含
む
も
の
と
し
て
、
律
の
中
の
親
子
関
係

関
連
規
範
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
中
国
伝
統
の
親
子
関
係
と
現
代
の
親

子
関
係
の
規
範
の
調
和
を
訴
え
る
と
の
姿
勢
の
み
ら
れ
る
陳
恵
馨

｢

中

国
固
有
法
中
的
親
子
関
係｣

(『

台
大
法
学
論
叢』

二
一
巻
二
期
、
一
九

九
二
年)

、
唐
律
の
礼
教
思
想
の
特
色
を
検
討
し
、
そ
の
欠
点
を
指
摘
し

つ
つ
も
、
礼
と
法
が
一
体
化
し
た
法
制
度
の
意
義
を
見
い
出
そ
う
と
す

る
発
想
も
み
ら
れ
る
黄
源
盛

｢

唐
律
中
的
礼
教
法
律
思
想｣

(

初
出
一
九

九
七
年
、
前
掲
同
氏

『

中
国
伝
統
法
制
與
思
想』

所
収)

が
あ
る
。

３

慣
習
或
は
人
の
日
常
行
動
の
研
究

法
制
度
や
法
思
想
の
分
析
は
直
ち
に
法
制
史
研
究
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
が
、
法
は
人
々
の
日
常
生
活
か
ら
分
離
、
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の

で
は
な
く
、
人
々
の
日
常
行
動
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
と
考
え
る
な

ら
、
人
々
の
日
常
行
動
の
分
析
も
や
は
り
法
制
史
研
究
と
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
。
近
年
台
湾
で
は

｢

法｣

を
考
え
る
た
め
に
参
考
と
な
る
社

会
の
中
で
の
人
々
の
様
々
な
日
常
行
動
の
分
析
に
目
を
向
け
た
と
も
い

え
る
研
究
が
現
れ
て
い
る
。
一
節
で
掲
げ
た
慣
習
研
究
も
こ
の
中
に
含

ま
れ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
既
述
の
日
本
統
治
下
の
台
湾
に
お
け
る
慣

習
研
究
、
ま
た
大
理
院
の
慣
習
の
扱
い
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
重

ね
て
言
及
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
慣
習
研
究
以
外
の
も
の
で
、
人
々
の
日

常
生
活
上
の
行
動
に
着
目
し
た
と
い
え
る
研
究
を
以
下
に
掲
げ
る
。

伝
統
的
に
中
国
の
統
治
階
層
、
知
識
階
層
が
ど
の
よ
う
な
形
で
民
衆
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と
こ
ろ
で
法
制
史
の
学
会
と
し
て
は
も
う
一
つ
、
一
九
九
七
年
に
設

立
さ
れ
た
台
湾
法
律
史
学
会
が
あ
る
。
台
湾
法
律
史
学
会
も
一
九
九
七

年
の
設
立
以
来
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
の
活
動
内
容
を
ま
と
め
、
台
湾

法
律
史
学
会

『

台
湾
法
律
史
研
究
的
方
法』

(

二
〇
〇
〇
年)

と
し
て
出

版
し
て
い
る
。
本
著
書
の
内
容
は
一
九
九
七
年
の
台
湾
法
律
史
学
会
設

立
大
会
と
一
九
九
八
年
に
開
催
さ
れ
た
二
回
の
学
会
で
の
報
告
・
討
論

の
再
録
が
大
部
分
を
占
め
、
そ
の
報
告
者
を
見
る
と
法
制
史
、
歴
史
学

の
研
究
者
の
他
に
、
法
哲
学
、
公
法
、
民
法
、
法
社
会
学
研
究
者
と
、

研
究
分
野
が
多
彩
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
他
、
歴
史
学
者
に
よ
る
唐
律
研
究
の
成
果
が
高
明
士
主
編

『

唐
律
與
国
家
社
会
研
究』

(

五
南
図
書
出
版
、
一
九
九
九
年)

と
な
っ

て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
著
書
は
高
明
士
教
授
を
中
心
と
し
た

｢

唐
律

研
読
会｣

の
構
成
員
に
よ
る
論
文
集
で
あ
り
、
掲
載
論
文
の
大
部
分
は

大
学
院
に
籍
を
置
く
若
手
研
究
者
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
高
明
士

氏
に
よ
る

｢

導
論｣

の
部
分
で
こ
れ
ま
で
の
唐
律
の
研
究
状
況
が
紹
介

さ
れ
、
以
下
計
十
一
篇
の
各
論
文
で
は
、
六
贓
、
官
人
に
対
し
て
違
法

な
裁
定
を
請
託
し
た
罪
等
、
こ
れ
ま
で
唐
律
の
中
で
そ
れ
ほ
ど
研
究
対

象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
条
文
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
試
み
て
い
る
と

の
特
徴
が
あ
る
。

第
二
章
個
別
分
析

台
湾
の
法
文
化
研
究
に
つ
い
て

本
章
で
は
法
文
化
研
究
と
い
う
も
の
に
焦
点
を
絞
り
、
台
湾
の
法
制

史
学
界
を
分
析
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
ず

｢

法
文
化｣

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
黄
源
盛
氏
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
黄
源
盛
氏
は

｢

法
文
化｣

と
は
、
人
々
の
法
的
な
生
活
面
で
の
活
動
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
を

総
合
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
規
範
、
法
思
想
、
法
意
識
、

法
の
適
用
等
の
要
素
か
ら
成
る
あ
る
特
別
な
文
化
構
造
で
あ
り
、
形
を

伴
な
っ
て
外
に
現
れ
る
立
法
や
司
法
と
い
う
よ
う
な
要
素
と
、
人
々
の

法
に
対
す
る
認
識
や
態
度
と
い
う
よ
う
な
内
に
存
在
す
る
要
素
を
含
ん

で
い
る
と
す
る
。
ま
た
黄
氏
は

｢

中
華
の
伝
統
法
文
化｣

と
は
、
先
秦

の
儒
家
と
法
家
双
方
の
法
思
想
の
影
響
を
受
け
、
特
に
唐
律
以
降
清
律

ま
で
受
け
継
が
れ
た
ほ
と
ん
ど
変
化
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た

｢

法
文
化

体｣

と
す
る
。
さ
ら
に
黄
氏
は
伝
統
法
文
化
を
探
究
す
る
に
は
歴
代
王

朝
の
成
文
法
典
の
み
な
ら
ず
、
律
の
各
条
文
、
社
会
内
や
民
間
で
の
実

際
の
適
用
状
況
、
人
々
の
法
意
識
等
に
総
合
的
に
考
察
を
加
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
す
る

(

前
掲
黄
源
盛

｢

中
国
法
律
的
伝
統
與
蛻
変｣

二
四
七

二
四
八
頁
、
ま
た
前
掲
同
氏

｢

従
法
継
受
観
点
論
中
国
法
律
文
化
的

台湾の法制史学界の動向

��－�･�－ (名城 ���)���

物
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
台
湾
の
法
制
史
研
究
の
創
設
者
、
故
載
炎
輝
博
士
の
論
文
集
が
、

生
誕
九
十
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
。
載
炎
輝
文
教
基
金
会
出
版

『

伝
統
中
華
社
会
的
民
刑
法
制』

(

一
九
九
八
年)

で
あ
る
。
載
炎
輝
氏

の
論
文
の
う
ち
こ
れ
ま
で
著
書
の
形
で
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

十
三
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
六
一
年
に
没
し
た
民
法
学
者

且
法
哲
学
者
王
伯
�
氏
の
論
文
集『

王
伯
�
法
学
論
著
集』

(

三
民
書
局
、

一
九
九
九
年)

も
出
版
さ
れ
、
こ
の
中
に
は
伝
統
中
国
法
概
念
に
関
わ

る
論
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
台
湾
の
中
国
法
制
史
学
会
の
出
版
物
で
あ
る
。
台

湾
の
中
国
法
制
史
学
会
の
構
成
員
の
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
活

動
は
確
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
学
会
活
動
の
成
果
が
ま
と

め
ら
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
に
開
催
さ
れ
た

｢

中
国
法
制
史
課
程
教
学
研
討
会｣

の
内
容
は
、
国
立
政
治
大
学
法
律
学

系
・
中
国
法
制
史
学
会

『

中
国
法
制
史
課
程
教
学
研
討
会
論
文
集』

(
一

九
九
三
年)

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
学
会
で
は
中
国
法
制
史
の
教
育
現

状
、
教
育
方
法
、
教
育
意
義
、
研
究
方
法
等
い
く
つ
も
の
課
題
が
設
け

ら
れ
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
学
会
で
の
討
論
の
一
課
題

｢

中
国
法
制
史
研
究
方
法｣

の
報
告
者
で
あ
っ
た
那
思
陸
氏
は
そ
の
後
、

｢

中
国
法
制
史
的
研
究
目
的
與
研
究
方
法｣

(

国
立
空
中
大
学

『

社
会
科

学
学
報』

三
期
、
一
九
九
五
年)

も
発
表
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
の

中
国
法
制
史
学
会
の
内
容
の
一
部
は

｢

中
国
法
制
史
與
台
湾
法
制
史
之

関
係｣

(『

政
大
法
学
評
論』

五
一
期
、
一
九
九
四
年)

と
し
て
発
表
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
八
年
に
開
催
さ
れ
た

｢

両
岸
現
存
司
法
�
案

之
保
存
・
整
理
及
研
究
学
術
研
討
会｣

の
内
容
は
、
中
国
法
制
史
学
会

編
輯
・
国
立
政
治
大
学
法
学
院
基
礎
法
学
中
心
印
行

『

両
岸
現
存
司
法

�
案
之
保
存
・
整
理
及
研
究
学
術
研
討
会
論
文
集』

(

一
九
九
八
年)

と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

更
に
中
国
法
制
史
学
会
は
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
学
会
年
報

『

法
制

史
研
究』

の
創
刊
号
を
発
刊
し
た
。
論
文
、
書
評
、
学
界
回
顧
、
文
献

紹
介
、
研
究
会
紹
介
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
法
制
史
学
会
の
活
動
記
録
を

収
め
る
。
収
録
論
文
六
篇
は
、
前
掲
林
端

｢

〈
国
家
制
定
法
〉
與
〈
民
間

習
慣
〉

台
湾
〈
祭
祀
公
業
〉
的
歴
史
社
会
分
析
Ⅰ�｣

の
他
、
李
淑

媛

｢

唐
宋
戸
絶
財
産
継
承
之
分
配
及
其
帰
属｣

、
那
思
陸

｢

明
代
東
廠
與

司
法
審
判｣

、
荘
吉
発

｢

故
宮
博
物
院
典
蔵
清
代
台
湾
司
法
�
案｣

、
欧

陽
正

｢

民
国
初
年
的
法
制
改
革
與
司
法
独
立
理
念
的
実
践｣

、
黄
静
嘉

｢
殖
民
地
法
院
有
関
身
分
法
判
例
分
類
選
録
及
評
註｣

で
あ
る
。
こ
の
他

日
本
の
研
究
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
岡
野
誠

｢

日
本
之
中
国

法
史
研
究
現
況｣

と
拙
稿

｢

日
本
的
法
制
史
研
究
之
課
題｣

の
二
稿
が

あ
る
。
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題
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
従
来
の
法
思
想
史
研
究
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
伝
統
法

思
想
研
究
が
何
を
問
題
と
し
て
き
た
か
を
知
る
た
め
に
一
章
二
節
で
掲

げ
た
林
文
雄

｢

従
現
代
的
法
治
観
点
看
孔
孟
的
法
律
思
想｣

を
掲
げ
る
。

林
文
雄
氏
は
孔
子
の
法
思
想
は
、
統
治
者
が
徳
を
基
礎
と
し
て
人
々
を

統
治
す
る
徳
治
、
徳
を
具
え
た
聖
王
が
統
治
す
る
と
の
意
味
で
の
人
治
、

統
治
者
と
一
般
人
民
す
べ
て
が
己
の
徳
を
磨
き
、
社
会
で
果
た
す
べ
き

役
割
で
あ
る
名
分
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
治
秩
序
が
安
定
す
る
と
の

礼
治
の
三
つ
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
る
と
す
る
。
ま
た
林
文
雄

氏
は
孟
子
の
法
思
想
の
特
徴
は
、｢

自
然
法
思
想｣

、
聖
王
論
、
王
道
論
、

｢

民
本
思
想｣

、
五
倫
説
と
す
る
。｢

自
然
法
思
想｣

は
、
人
類
は
天
に
よ

り
創
造
さ
れ
、
万
物
は
一
定
の
法
則
の
支
配
を
受
け
、
個
人
に
内
在
す

る
善
良
な
本
性
を
各
人
が
認
識
す
る
に
到
る
と
天
理
を
把
握
で
き
る
と

す
る
こ
と
を
内
容
と
し
、
聖
王
論
で
は
帝
位
の
禅
譲
は
天
意
で
あ
り
、

天
意
は
民
意
を
表
わ
す
と
さ
れ
る
。
王
道
論
で
は
徳
を
具
え
た
聖
王
が

｢

人
に
忍
び
ざ
る
の
心

(

３)｣

に
基
づ
い
て
政
治
を
行
な
う
と
さ
れ
、
こ
れ
は

一
面
で
は
覇
道
を
批
判
し
、
暴
君
の
殺
害
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て

｢

民
本
思
想｣

で
は
民
意
の
尊
重
が
施
政
上
重
要
で
あ
る

と
さ
れ
、
五
倫
説
で
は
五
つ
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
規
範
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
の
規
範
が
守
ら
れ
人
と
人
の
関
係
に
調
和
が
保
た
れ
れ
ば
社
会

秩
序
は
安
定
す
る
と
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
孔
子
、
孟
子
の
法
思
想

を
ま
と
め
た
う
え
で
林
文
雄
氏
は
、
両
者
の
共
通
点
を
取
り
上
げ
、
現

代
的
観
点
か
ら
そ
れ
ら
を
長
所
と
短
所
に
分
け
る
。
そ
の
場
合
長
所
と

さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
法
思
想
中
の
礼
治
思
想
は
社
会
秩
序
の
安
定
と

調
和
に
益
が
あ
る
こ
と
、
特
に
孟
子
に
よ
る
性
善
の
強
調
は
強
制
的
制

裁
よ
り
も
教
化
を
重
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
、｢

民
本
思
想｣

は

人
々
を
国
家
の
基
礎
と
考
え
、
政
府
は
人
々
の
た
め
に
福
祉
を
図
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
の
発
想
に
つ
な
が
る
こ
と
、
そ
し
て
暴
君
の
排
斥
が
正

当
化
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
短
所
と
な
る
の
は
、
家
族

主
義
を
重
視
す
る
た
め
個
人
主
義
の
健
全
な
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
個

人
の
権
利
意
識
が
育
た
な
か
っ
た
こ
と
、
道
徳
の
強
調
に
偏
重
し
、
そ

れ
が
法
の
制
裁
機
能
を
無
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、｢

民
本
思

想｣

は
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
民
意
を
参
考
に
す
る
と
の
意
味
で
君

主
に
対
し
て
拘
束
力
は
な
く
、
五
倫
の
考
え
方
か
ら
は
平
等
と
い
う
発

想
は
生
ま
れ
難
い
こ
と
、
ま
た
主
権
在
民
や
権
力
分
立
と
い
う
現
代
的

な
法
治
の
基
礎
と
な
る
考
え
方
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
す

る
。
そ
し
て
林
文
雄
氏
は
こ
の
よ
う
な
長
所
と
短
所
を
挙
げ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
孔
子
、
孟
子
の
思
想
に
関
し
て
は
そ
の
影
響
が
現
在
も
完
全

に
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
重
要
性
は
認
め
る
が
、

し
か
し
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

台湾の法制史学界の動向
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伝
統
與
転
折｣

五
〇
二
頁)

。

こ
の
よ
う
に
法
文
化
ま
た
法
文
化
研
究
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
台
湾
で

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
か
ら
法
思
想
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、

時
に
は
そ
れ
は
法
文
化
研
究
と
呼
ば
れ
て
、
儒
家
思
想
と
法
家
思
想
の

影
響
を
う
け
る
伝
統
中
国
に
お
け
る
法
思
想
の
特
性
を
問
う
研
究
が
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
近
年
は
伝
統
中
国
の
法
思
想
に
再
解
釈
を
加
え

よ
う
と
す
る
研
究
が
現
れ
る
と
と
も
に
、
黄
源
盛
氏
が
伝
統
法
文
化
の

探
究
の
た
め
に
考
察
が
必
要
だ
と
し
た
人
々
の
法
意
識
を
問
題
と
す
る

こ
と
が
慣
習
研
究
或
は
法
観
念
の
研
究
の
中
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
い
え
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
法
思
想
史
研
究
の
う
ち
伝
統
中
国
の
法
思
想
の
特

性
を
再
解
釈
す
る
こ
と
で
、
そ
の
特
性
を
現
代
社
会
の
秩
序
形
成
の
た

め
に
活
用
で
き
な
い
か
と
す
る
視
点
を
も
つ
研
究
と
、
慣
習
研
究
、
法

観
念
の
研
究
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
西
欧

近
代
型
の
法
制
度
の
確
立
を
現
在
目
標
に
掲
げ
て
は
い
る
が
そ
の
確
立

が
不
十
分
な
う
え
、
一
方
で
伝
統
的
な
規
範
意
識
が
崩
れ
て
き
て
い
る

と
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
で
伝
統
法
思
想
の
特
性
や
そ
の

下
に
あ
っ
た
人
々
の
規
範
意
識
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
現
代
社
会
に
応

じ
た
規
範
意
識
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
秩
序
の
あ
り
方
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
す
る
観
点
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
観
点
に
つ
い
て
は
台
湾
の
研

究
者
た
ち
の
間
で
ど
れ
だ
け
の
共
通
認
識
が
も
た
れ
て
い
る
か
は
明
確

で
は
な
い
。
む
し
ろ
意
識
さ
れ
ず
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
の

だ
が
、
そ
こ
で
逆
に
外
側
か
ら
学
界
を
な
が
め
う
る
第
三
者
の
立
場
か

ら
こ
の
共
通
認
識
を
明
確
化
し
て
み
る
こ
と
も
意
義
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
無
意
識
の
も
の
で
あ
れ
、
そ
し
て
法
制
史
研

究
に
関
わ
る
研
究
者
と
い
う
限
ら
れ
た
分
野
の
研
究
者
間
の
認
識
の
検

討
だ
と
い
う
限
界
が
あ
る
に
し
て
も
、
一
定
の
広
が
り
を
も
つ
研
究
者

間
の
共
通
認
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
台
湾
社
会
の
抱
え
る
問
題

の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
上
で
の
相
互
理
解
に
役
立
つ
面
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
次
の
順
序
で
台
湾
の

｢

法
文
化
研
究｣

の
範
疇
に

含
ま
れ
る
と
み
な
し
う
る
研
究
の
共
通
の
問
題
意
識
を
探
究
す
る
も
の

と
す
る
。
ま
ず
従
来
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
法
思
想
史
研
究
の
一
環
と

し
て
の
伝
統
法
思
想
の
研
究
を
取
り
上
げ
、
近
年
の
伝
統
法
思
想
の
特

性
を
再
解
釈
し
よ
う
と
す
る
研
究
と
の
よ
り
詳
し
い
比
較
を
行
な
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
伝
統
法
思
想
研
究
で
は
近
年
は
何
が
問
題
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
を
明
確
に
し
、
次
い
で
近
年
の
慣
習
研
究
の
特
徴
を

検
討
し
そ
こ
で
見
ら
れ
る
視
点
を
取
り
出
し
、
そ
し
て
そ
の
後
に
法
観

念
の
研
究
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
で
の
問
題
の

追
究
目
的
を
問
い
、
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
研
究
に
み
ら
れ
る
共
通
の
問

研究ノート
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そ
う
と
の
観
点
か
ら
論
を
進
め
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
一
章

二
節
で
掲
げ
た
林
咏
栄

｢

倫
理
観
念
的
更
新
及
其
制
度
的
重
建｣

が
そ

の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

林
咏
栄
氏
は
儒
家
思
想
に
よ
る
な
ら
倫
理
或
は
倫
常
が
人
と
人
の
相

互
関
係
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
規
範
で
あ
り
、
こ
の
規
範
は
総
じ
て

｢

仁｣

と
称
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た

｢

家｣

が
社
会
の
基
本
組
織
で
あ
る

と
し
、
人
と
人
の
関
係
と
い
う
の
は
、
個
人
と
集
団
の
関
係
で
あ
る
と

し
て
、
個
人
と
集
団
の
関
係
は

｢

仁｣

に
帰
結
す
る
と
い
う
。
そ
し
て

こ
の
人
と
人
の
相
互
の
関
係
は
ま
た

｢

忠｣

と

｢

恕｣

と
も
表
現
し
う

る
と
す
る
。
つ
ま
り
己
の
責
任
や
力
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る

｢

忠｣

と
己
の
欲
し
な
い
こ
と
を
人
に
施
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る

｢

恕｣

に
よ
っ
て
人
相
互
の
規
範
は
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
儒
家
思
想
よ
り
い
え
る
人
と
人
の
関
係
を
挙
げ
た

う
え
で
林
咏
栄
氏
は
現
代
社
会
に
お
け
る
人
と
人
の
相
互
関
係
を
支
え

る
規
範
を
新
た
に
形
成
す
る
こ
と
と
、
今
日
の
社
会
に
お
け
る
礼
と
法

を
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
林
咏
栄
氏
の

い
う
礼
と
法
の
適
応
と
は
、
社
会
に
お
け
る
行
為
規
範
と
国
家
の
制
定

法
を
適
応
さ
せ
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
る
根
本
に
は
過
度
の
個
人
の
権
利
・
自

由
の
主
張
に
適
切
な
制
限
を
加
え
ら
れ
な
い
か
と
の
発
想
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
点
は
や
は
り
一
章
二
節
で
掲
げ
た
馬
漢
宝

｢
思
想
・
法

律
與
社
会
変
遷：

歴
史
観
点
下
的
中
国
経
験｣

で
よ
り
明
確
に
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
馬
漢
宝
氏
は
個
人
の
権
利
・
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と

な
く
、
し
か
し
権
利
・
自
由
の
濫
用
と
は
な
ら
ぬ
よ
う
に
制
限
を
加
え

る
た
め
に
礼
教
を
使
え
な
い
か
と
し
て
五
倫
の
再
解
釈
を
試
み
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
ま
た
一
章
二
節
で
掲
げ
た
史
錫
恩

｢

儒
家
法
治
観
念
之

研
究
與
実
践｣

で
は
、
儒
家
思
想
を
組
み
込
ん
で
い
る
律
は
個
人
の
権

益
に
制
限
を
加
え
る
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
し
て
、
現
在
に
お
い
て
伝
統
中
国
の
礼
と

刑
の
並
立
す
る
法
制
の
意
味
を
再
検
討
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

馬
漢
宝
氏
の
五
倫
の
再
解
釈
で
は
、
例
え
ば

｢

父
子
に
親
あ
り｣

は

｢

父
は
慈
し
み
子
は
孝
す
る｣

、
つ
ま
り
自
然
の
親
族
の
情
愛
に
基
づ
い

た
父
母
と
子
女
の
互
い
の
務
め
る
べ
き
義
務
を
い
う
と
し
、｢

夫
婦
に
別

あ
り｣

は

｢

男
女
に
別
あ
り｣

、
つ
ま
り
男
女
平
等
の
立
場
に
立
っ
て
互

い
に
尊
重
し
あ
う
こ
と
を
指
す
と
い
う
よ
う
に
説
明
が
な
さ
れ
る
。
但

し
馬
漢
宝
氏
は
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
具
体
化
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
。
一
方
史
錫
恩
氏
は
伝
統
法
思
想
を
活
か
し
台
湾
で
法
治
体

制
を
確
立
す
る
た
め
と
し
て
、
三
代
同
居
の
奨
励

(

４)

、
学
校
で
の
道
徳
教

育
の
重
視
、
低
俗
番
組
の
一
掃
等
非
常
に
具
体
的
な
提
案
ま
で
も
な
す

の
で
あ
る
。

台湾の法制史学界の動向
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ら
の
思
想
が
民
主
的
な
社
会
の
健
全
な
発
展
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を

分
析
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
長
所
・
短
所
を
挙
げ
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
儒
家
の
法
思
想
を
完
全
に
排
除
す
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
そ
の
長
所
を
取
り
入
れ
つ
つ
現
代
の
法
治
制
度
を
確
立
す
べ
き
と

す
る
も
の
に
は
他
に
一
章
二
節
で
掲
げ
た
馬
漢
宝

｢

個
人
在
中
国
伝
統

與
現
代
法
律
上
之
地
位｣
が
あ
り
、
中
国
が
伝
統
的
に
有
し
て
き
た
人

倫
を
重
視
す
る
思
想
・
制
度
も
、
個
人
の
権
利
・
平
等
を
保
障
す
る
制

度
と
と
も
に
守
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
同
じ
視
点
の
み

ら
れ
る
も
の
と
し
て
一
章
二
節
で
掲
げ
た
黄
源
盛

｢

中
華
法
律
的
伝
統

與
蛻
変｣

や
陳
恵
馨

｢

変
動
中
的
人
倫
秩
序
與
法
律
秩
序｣

等
が
あ
る
。

林
文
雄
氏
以
下
の
こ
れ
ら
の
論
文
で
は
伝
統
中
国
の
思
想
に
お
い
て

は
人
と
人
の
関
係
が
五
倫
と
い
う
規
範
で
説
か
れ
る
よ
う
に
、
人
と
人

は
相
互
の
関
係
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
あ
く
ま
で
集
団
の
中
に
存
在
す

る
個
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
法
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
西

欧
近
代
法
の
前
提
と
な
る
独
立
し
た
個
人
と
い
う
存
在
と
し
て
個
人
は

捉
え
ら
れ
ず
、
よ
っ
て
個
人
よ
り
も
全
体
の
秩
序
維
持
が
優
先
さ
れ
、

そ
の
た
め
個
人
の
権
利
、
個
人
の
自
由
、
人
と
人
の
平
等
と
い
う
発
想

が
現
れ
ず
、
ま
た
皇
帝
の
統
治
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
民
衆
が
政

治
に
参
加
す
る
と
い
う
発
想
も
生
じ
な
い
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
伝
統

中
国
お
い
て
は
、
前
掲
論
文
で
ま
た
林
文
雄
氏
が
挙
げ
た
と
こ
ろ
の
徳

治
の
概
念
よ
り
生
ず
る

｢

徳
主
刑
輔｣

の
特
徴
が
国
家
の
制
定
法
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。｢

徳
主
刑
輔｣

は
そ
の
他

｢

礼
刑
相
輔｣

や

｢

出
礼
入
刑｣

(

一
章
二
節
掲
林
咏
栄

｢

倫
理
観
念
的
更
新
及
其
制
度
的

重
建｣)

、｢

以
礼
制
法｣

や

｢

以
刑
輔
礼｣

(

一
章
二
節
掲
馬
漢
宝

｢

思

想
・
法
律
與
社
会
変
遷：

歴
史
観
点
下
的
中
国
経
験｣)

と
も
表
現
さ
れ
、

ま
ず
徳
に
基
づ
く
教
化
、
或
は
礼
に
基
づ
く
教
化
が
あ
り
、
刑
は
そ
の

不
足
を
輔
け
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
礼
に
反
し
た
行
為
が
刑
を

用
い
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
国
家
の
制
定
法
の
中

心
と
な
る
律
は
こ
の
思
想
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
唐
律

は
黄
源
盛
氏
に
よ
れ
ば

｢

礼
教
立
法｣

、
つ
ま
り
律
は
礼
教
の
不
足
を
補

う
作
用
を
も
ち
、
ま
た
律
の
重
ん
ず
る
価
値
は
礼
教
の
価
値
と
一
致
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

一
章
二
節
掲
黄
源
盛

｢

唐
律
中
的
礼
教
法
律
思
想｣)

。

以
上
に
お
い
て
は
西
欧
近
代
法
の
特
性
を
個
人
の
権
利
・
自
由
の
保

障
、
人
と
人
の
平
等
、
民
衆
の
政
治
参
加
と
み
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
法
制
度
を
台
湾
社
会
に
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
し

か
し
な
が
ら
伝
統
中
国
法
の
特
性
を
生
み
出
し
た
儒
家
思
想
も
完
全
に

無
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
観
点
か
ら
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
近
年
は
確
立
す
べ
き
法
制
度
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
儒
家
思

想
の
再
解
釈
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
秩
序
形
成
へ
の
提
言
を
な
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ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
で
の
法
治
が
確
立
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

解
く
べ
き
課
題
と
す
る
。
そ
し
て
林
端
氏
は
こ
の
課
題
の
解
決
の
た
め

に
六
つ
の
提
言
を
す
る
。
そ
れ
は
乖
離
し
て
い
る
も
の
を
一
致
さ
せ
よ

う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
乖
離
し
た
状
態
を
前
提
と
し
て
論
を
立
て
る

べ
き
こ
と
、
民
間
の
行
為
規
範
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
は
法
文
化
理
解
の
た
め
に
必
要
な
作
業
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
国

家
と
現
代
社
会
に
お
け
る
根
な
し
大
衆
と
の
間
の
中
間
構
造
と
し
て
の

社
会
団
体
の
分
析
が
重
要
だ
と
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
林
端
氏
の
主
張
、
提
言
は
伝
統
中
国
社
会
に
お
け
る
規

範
を
総
合
的
に
捉
え
る
た
め
の
分
析
手
法
と
い
う
点
で
興
味
を
覚
え
る
。

し
か
し
林
端
氏
は
社
会
学
者
で
あ
る
た
め
か
、
西
欧
の
社
会
学
者
や
人

類
学
者
の
提
起
し
た
概
念
を
自
己
の
論
述
に
し
ば
し
ば
結
び
つ
け
る
面

が
あ
り
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
概
念
と
伝
統
中
国
社
会
の
事
象
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
綿
密
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、
ま
た
民
間
の
行
為
規
範
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
明
示
し
て
い

な
い
の
で
、
儒
家
倫
理
と
の
関
係
が
具
体
的
に
わ
か
ら
な
い
等
、
更
な

る
検
討
の
必
要
を
感
ず
る
点
も
存
在
す
る
。

で
は
次
に
慣
習
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。
慣
習
研
究
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
一
章
一
節
で
掲
げ
た
黄
源
盛

『

民
初
法
律
変
遷
與
裁
判』

所
収
の

論
稿
に
み
ら
れ
る
中
華
民
国
初
期
の
慣
習
に
関
わ
る
研
究
が
あ
る
。
黄

氏
は
中
華
民
国
初
期
の
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
設
け
ら
れ

た
最
高
裁
判
所
に
あ
た
る
大
理
院
に
お
い
て
慣
習
へ
の
言
及
が
み
ら
れ

た
判
例
を
分
析
す
る
。
そ
こ
で
は
土
地
の
売
買
、
債
務
の
弁
済
、
身
分

関
係
等
に
つ
き
様
々
な
慣
習
が
存
在
す
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
大
理
院
は
ど
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
か
が
分
析
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
判
決
の
中
で
慣
習
法
と
い
え
る
た
め
の
要
件
、
法
律
と
慣
習

法
と
条
理
の
適
用
順
序
、
判
例
と
慣
習
の
関
係
に
つ
き
大
理
院
が
ど
う

判
示
し
た
か
等
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
黄
源
盛

氏
の
研
究
か
ら
は
大
理
院
が
慣
習
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ

て
い
た
か
が
わ
か
る
。
し
か
し
中
華
民
国
初
期
に
中
国
大
陸
の
各
地
に

い
か
な
る
慣
習
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
告
や

被
告
に
よ
る
慣
習
存
在
の
主
張
は
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
慣
習
の
具
体

的
内
容
、
そ
の
実
際
の
存
在
の
有
無
に
関
し
詳
細
な
情
報
が
得
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。

一
方
で
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
慣
習
を
取
り
上
げ
る
の
は
王
泰
升

氏
で
あ
る
。
一
章
一
節
で
掲
げ
た
王
泰
升
氏
の『

台
湾
法
律
史
之
建
立』

、

『

台
湾
日
治
時
期
的
法
律
改
革』

は
先
述
し
た
よ
う
に
い
ず
れ
も
日
本
統

治
時
代
の
台
湾
の
慣
習
研
究
を
含
ん
で
い
る
。
王
泰
升
氏
は

『

台
湾
私

法』

や
高
等
法
院
や
覆
審
法
院
の
判
例
集
等
か
ら
、
台
湾
に
い
か
に
独

自
の
慣
習
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
日
本
統
治
が
台
湾
に
西
欧
近
代
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以
上
の
よ
う
な
儒
家
思
想
の
再
解
釈
と
の
立
場
を
と
る
論
稿
に
つ
い

て
は
、
台
湾
社
会
の
極
め
て
現
実
的
な
問
題
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
理
解

が
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
十
年
の
急
激
な
社
会
の
変
化
の
中
で
伝
統
的

価
値
観
が
崩
壊
を
始
め
た
台
湾
で
は
そ
こ
か
ら
様
々
な
問
題
が
生
じ
て

お
り
、
例
え
ば
史
錫
恩
氏
は
そ
の
社
会
の
変
化
と
価
値
観
の
崩
壊
か
ら

同
居
家
族
が
減
り
、
子
孫
の
世
代
に
よ
る
老
人
扶
養
が
消
え
つ
つ
あ
る

こ
と
を
一
つ
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
先
程
挙
げ
た
よ
う
な
具
体
的

提
案
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
も
直
接
的
な
表
現
で
提
案
を
な
し

た
例
で
あ
る
が
、
そ
の
分
現
実
問
題
に
対
す
る
認
識
の
切
実
さ
が
伝
わ

る
と
も
い
え
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
例
を
見
れ
ば
、
社
会
の
変
化
の
中
で

法
制
史
研
究
者
も
社
会
秩
序
の
再
編
の
た
め
に
何
ら
か
の
発
言
を
す
べ

き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
ま
で
現
実
問
題

を
法
制
史
研
究
と
関
連
づ
け
る
こ
と
を
目
に
す
る
時
、
台
湾
に
お
け
る

法
制
史
研
究
が
日
本
の
法
制
史
研
究
と
異
な
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
と

意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
と
も
か
く
現
代
社
会
の
秩
序

維
持
に
関
わ
る
規
範
意
識
の
形
成
の
た
め
に
伝
統
法
思
想
の
再
解
釈
を

試
み
る
と
い
う
点
で
こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

こ
の
他
伝
統
法
思
想
の
再
解
釈
を
試
み
る
発
想
が
あ
る
と
も
と
れ
る

も
の
に
一
章
二
節
で
掲
げ
た
黄
源
盛

｢

唐
律
中
的
礼
教
法
律
思
想｣

や

陳
恵
馨

｢

中
国
固
有
法
中
的
親
子
関
係｣

が
あ
る
が
、
但
し
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
明
確
に
そ
の
点
が
現
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
黄
源
盛
氏

に
お
い
て
は
礼
と
刑
が
相
補
い
合
う
と
い
う
こ
と
の
意
義
の
重
要
性
へ

の
指
摘
が
み
ら
れ
、
陳
恵
馨
氏
に
お
い
て
は
中
国
伝
統
の
親
子
関
係
の

規
範
と
現
代
の
親
子
関
係
の
規
範
の
調
和
の
必
要
性
の
強
調
の
度
合
い

が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
儒

家
思
想
の
再
解
釈
を
全
面
的
に
押
し
出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。さ

て
次
に
慣
習
研
究
に
目
を
向
け
た
い
の
だ
が
、
そ
の
前
に
伝
統
法

思
想
研
究
と
慣
習
研
究
の
双
方
に
関
係
す
る
研
究
が
あ
る
の
で
そ
れ
を

見
て
お
き
た
い
。
一
章
二
節
で
掲
げ
た
林
端

｢

中
西
不
同
法
律
観
的
頡

頏｣

で
あ
る
。

林
端
氏
は
中
国
の
伝
統
社
会
に
お
い
て
は
国
家
の
制
定
法
と
民
間
の

行
為
規
範
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
儒
家
倫
理
で

あ
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
た
、
と
こ
ろ
が
現
代
の
台
湾
の
社
会
に

お
い
て
は
国
家
の
制
定
法
に
つ
い
て
は
西
欧
近
代
法
が
継
受
さ
れ
、
一

方
で
民
間
の
行
為
規
範
は
依
然
と
し
て
儒
家
倫
理
が
背
後
に
存
在
す
る

ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
代
社
会
で
は
国
家
の
制
定
法
と
民
間
の
行

為
規
範
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
林
端
氏
は
国
家
の
制

定
法
と
民
間
の
行
為
規
範
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
時
、
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と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
林
端
氏
に
お
い
て
は
現
代
社
会
に
お
け
る
秩

序
形
成
へ
の
提
言
の
た
め
に
慣
習
に
注
目
し
て
い
る
点
が
現
代
社
会
の

規
範
意
識
の
形
成
の
た
め
に
伝
統
法
思
想
の
再
解
釈
を
唱
え
る
研
究
と

共
通
し
た
視
点
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
王
泰
升
氏
の
研
究
に

つ
い
て
は
次
の
法
観
念
の
研
究
と
併
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
そ
の
共
通

点
は
明
瞭
に
な
ら
な
い
。

そ
の
王
泰
升
氏
の
一
章
一
節
で
掲
げ
た

｢

変
遷
中
的
台
湾
人
民
法
律

観｣

で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
中
で
興
味
深
い
の
は
王
泰
升
氏
が
あ
る
事

件
を
仮
定
し
て
、
事
件
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
対
す
る
清
律
の
下
で
の
解

決
方
法
と
現
在
の
台
湾
の
民
法
の
下
で
の
解
決
方
法
を
比
較
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
そ
の
事
件
と
は
乙
よ
り
家
を
借
り
て
い
た
甲
が
乙
の
長
期

不
在
中
に
文
書
を
偽
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
家
を
自
己
を
所
有
者

と
し
て
登
記
し
、
そ
の
う
え
で
丙
に
そ
の
家
を
売
却
し
、
丙
が
所
有
権

移
転
登
記
を
終
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
に
乙
が
こ
の
事
実
を
知
っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
比
較
を
な
す
王
泰
升
氏
の
目
的
は
清
律
の
下
で
の
紛
争

解
決
方
法
の
方
が
現
代
法
の
下
で
の
紛
争
解
決
方
法
よ
り
も
台
湾
の
人
々

の
感
覚
に
合
う
面
が
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
の

人
々
の
心
中
に
は
な
お
伝
統
法
の
下
で
の
法
観
念
が
根
強
く
存
在
す
る

こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
王
氏
が

｢

結

語｣

に
お
い
て
伝
統
法
観
念
の
存
在
を
現
在
の
法
律
家
は
顧
み
な
い
と

批
判
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
、
台
湾
の
人
々
の
心
に
残
る
伝
統
法

観
念
を
考
慮
に
入
れ
て
台
湾
社
会
に
応
じ
た
法
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

と
の
必
要
性
を
主
張
す
る
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

こ
の
王
泰
升
氏
の
分
析
手
法
と
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
に
は
共
感
す
る
。
し
か
し
王
氏
に
お
い
て
は
こ
こ
に
挙
げ

た
設
定
事
例
の
分
析
と
最
終
結
論
の
関
係
が
十
分
明
確
に
関
連
づ
け
ら

れ
る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
清
律
の
下
で
の
紛

争
解
決
方
法
が
台
湾
の
人
々
の
感
覚
に
合
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

な
ぜ
そ
う
い
え
る
の
か
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
王
論

文
に
は
直
感
的
な
お
も
し
ろ
さ
は
あ
る
も
の
の
、
論
旨
の
展
開
面
で
な

お
不
完
全
感
が
残
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
但
し
王
泰
升
氏
が
先
述
し

た
よ
う
に
慣
習
研
究
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
、

王
氏
の
心
中
に
は
西
欧
近
代
法
上
の
概
念
で
捉
え
き
れ
な
い
も
の
へ
の

こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
こ
の
点
を
考
慮
し
つ
つ
台
湾
の
法
制
度
の
あ
り
方

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
発
想
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
王
氏
自
身
に
よ
っ
て
更
に
掘
り
下
げ
た
論
証
が
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
王
泰
升
氏
の
慣

習
研
究
と
法
観
念
の
研
究
は
、
慣
習
や
法
観
念
の
分
析
に
よ
り
現
在
必

台湾の法制史学界の動向
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法
上
の
概
念
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
概
念
で
は
台
湾
の
慣
習
は
い
か
に

捉
え
き
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
点
を

強
調
す
る
。
し
か
し
台
湾
の
慣
習
自
体
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
西
欧
近
代
法
上
の
概
念
で
は
台
湾
の

慣
習
が
捉
え
き
れ
な
い
と
さ
れ
る
が
、
い
か
な
る
点
で
西
欧
近
代
法
上

の
概
念
と
食
い
違
い
が
生
ず
る
の
か
の
分
析
が
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
黄
源
盛
氏
、
王
泰
升
氏
の
研
究
か
ら
慣
習
の
内
容
を
そ

れ
ほ
ど
詳
細
に
知
り
え
な
い
の
は
、
両
者
と
も
判
例
分
析
に
基
づ
く
研

究
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
が
、
今
後
は
慣
習
自
体
の
分
析
も
な
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
他
慣
習
を
扱
う
も
の
と
し
て
一
章
一
節
で
掲
げ
た
林
端

｢

〈
国
家

制
定
法
〉
與
〈
民
間
習
慣
〉：

台
湾
〈
祭
祀
公
業
〉
的
歴
史
社
会
分
析
Ⅰ�｣

が
あ
る
。
林
端
氏
は
祖
先
の
祭
祀
を
主
た
る
目
的
と
し
て
子
孫
た
ち
が

一
定
の
不
動
産
を
各
人
の
財
産
と
は
分
離
さ
せ
共
同
で
所
有
す
る

｢
祭

祀
公
業｣

と
い
う
、
一
九
四
九
年
以
前
は
中
国
大
陸
、
台
湾
い
ず
れ
に

お
い
て
も
み
ら
れ
た
が
、
一
九
四
九
年
よ
り
後
は
台
湾
に
の
み
存
続
す

る
慣
習
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
清
代
の
台
湾
の
祭
祀
公
業
に
対
す
る

清
朝
の
扱
い
、
日
本
統
治
時
代
の
制
定
法
と
祭
祀
公
業
の
関
係
、
国
民

党
政
権
下
に
お
け
る
制
定
法
と
祭
祀
公
業
の
関
係
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
の
う
え
で
林
端
氏
は
現
代
は
社
会
の
変
化
に
伴
い
祭
祀
公
業
と
い
う

慣
習
が
維
持
し
難
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
再
定
位
の
必

要
を
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
現
代
社
会
の
秩
序
と
調
和
を
保
つ
た
め
の

新
た
な
集
団
形
成
を
必
要
と
す
る
と
の
観
点
か
ら
祭
祀
公
業
に
着
目
し

て
い
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り

｢

中
西
不
同
法
律
観
的
頡
頏｣

で
み
た

よ
う
に
林
端
氏
が
国
家
と
個
人
の
間
の
中
間
構
造
と
し
て
社
会
団
体
を

分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
林
端

氏
は
社
会
団
体
の
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
祭
祀
公
業
に
よ
っ
て
結
び
つ

く
集
団
を
み
て
い
る
と
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
点
は
林
端
氏

が｢

結
語｣

の
箇
所
で
か
な
り
唐
突
な
印
象
を
与
え
な
が
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
理
論
を
祭
祀
公
業
と
結
び
つ
け
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
祭
祀
公
業
と
い
う
慣
習
を

基
に
祖
先
を
共
通
と
す
る
子
孫
を
社
会
団
体
と
し
て
再
構
成
で
き
る
の

か
、
で
き
る
と
す
る
な
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
林
端
氏

が
現
代
社
会
に
お
け
る
秩
序
形
成
の
た
め
の
理
論
構
築
の
糸
口
と
し
て

台
湾
の
慣
習
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
と
は
い
え
る
の
で

あ
っ
て
、
ま
た
こ
の
点
で
は
王
泰
升
氏
の
よ
う
な
台
湾
慣
習
の
独
自
性

の
強
調
と
は
異
な
る
と
も
い
え
る
。

で
は
こ
れ
ら
の
慣
習
研
究
の
伝
統
法
思
想
研
究
と
の
共
通
点
は
何
か

研究ノート
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く
、
ま
た
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
一
点
だ
け

は
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

注(

１)

台
湾
に
お
け
る
憲
法
改
正
の
背
景
と
な
る
台
湾
の
社
会
の
変
化
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
拙
稿

｢

歴
史
的
に
見
た
台
湾
の
裁
判
制
度
の
改

革｣
(『

名
城
法
学』

五
一

二
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

２)

中
華
民
国
初
期
法
制
の
研
究
と
し
て
張
溯
崇

｢

国
民
政
府
時
期
中
央
行

政
組
織
法
概
述｣

(『

華
岡
法
科
学
報』

二
期
、
一
九
七
九
年)

、
清
代
の
台

湾
法
制
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
柯
芳
枝

｢

清
代
台
湾
�
佃
契
約
対
業
主
及

佃
人
之
効
力｣

(『

台
大
法
学
論
叢』

一
三
巻
二
期
、
一
九
八
四
年)

等
、

若
干
の
も
の
は
目
に
す
る
。

ま
た
台
湾
の
法
制
史
研
究
者
に
よ
る
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
研
究

業
績
に
つ
い
て
は
、
黄
源
盛

｢

台
湾
的
中
国
法
制
史
教
育
及
其
問
題
点｣

(

一
章
四
節
掲

『

中
国
法
制
史
課
程
教
学
研
討
会
論
文
集』)

に
詳
し
い
。

(

３)
｢

人
に
忍
び
ざ
る
の
心｣

と
は
、｢

他
人
の
不
幸
を
そ
の
ま
ま
に
見
す
ご

す
こ
と
の
で
き
な
い
同
情
心
で
あ
る
。｣

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
金
谷
治

『

孔
子』
(

講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年)

三
三
八
頁
。

(

４)

こ
の
他
親
子
三
代
が
傍
に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
各
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
り
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
世
話
を
し
合
う
と
の
家
族
の
あ
り
方
を
提

案
す
る
も
の
と
し
て
、
一
章
二
節
掲
馬
漢
宝

｢

個
人
在
中
国
伝
統
與
現
代

法
律
上
之
地
位｣

五
六

五
七
頁
。

(

５)

一
九
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
日
本
に
お
け
る
法
文
化
研
究
の
動
向
を

ま
と
め
た
も
の
に
角
田
猛
之

｢

わ
が
国
に
お
け
る
法
文
化
研
究
の
動
向

一
九
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
し
て｣

(

竹
下
賢
・
角
田
猛
之
編
著

『

マ

ル
チ
・
リ
ー
ガ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー

法
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ』
�
晃

洋
書
房
、
一
九
九
八
年
�
の
終
章
二
節)

が
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
も
川

島
武
宜

『

日
本
人
の
法
意
識』

が
我
国
で
法
文
化
研
究
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

(

な
お
二
〇
〇
二
年
出
版
の
本
書
改
訂
版

で
は
こ
の
節
は
別
稿
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る)

。

台湾の法制史学界の動向

��－�･�－ (名城 ���)���

要
と
さ
れ
る
法
の
あ
り
方
へ
の
提
言
を
な
そ
う
と
す
る
点
で
や
は
り
伝

統
法
思
想
の
再
解
釈
を
唱
え
る
研
究
と
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

な
お
黄
源
盛
氏
の
慣
習
研
究
は
大
理
院
の
慣
習
へ
の
配
慮
を
高
く
評

価
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
共
通
点
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
抽
出
で
き
な
い
。
し
か
し
伝
統
法
思
想
の
再
解
釈
を
唱
え
る
研
究

の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
若
干
と
は
い
え
黄
氏
に
も
こ
の
よ
う
な

発
想
が
や
は
り
存
在
す
る
と
の
指
摘
は
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
順
を
追
っ
て
述
べ
て
き
た
が
、
総
じ
て
言
う
な
ら
ば
、
台
湾
の

法
文
化
研
究
と
い
う
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
研
究
に
お
い
て
は
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
伝
統
法
思
想
が
維
持
し
て
き
た
規
範
意
識
に
も
う
一
度
目
を

向
け
、
そ
れ
を
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
社
会
秩
序
の
形
成
、

そ
れ
に
資
す
る
規
範
意
識
の
形
成
へ
の
提
言
を
な
そ
う
と
の
姿
勢
が
み

ら
れ
る
こ
と
に
共
通
点
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
現
代
の
台

湾
社
会
の
急
激
な
変
化
を
背
後
に
抱
え
た
極
め
て
現
実
的
・
日
常
的
な

問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
法
文
化
研
究
の
特
徴
よ
り
知
ら
れ
る
の
は
、
日
常
的
な
問
題
意
識
に

支
え
ら
れ
、
現
代
社
会
の
秩
序
形
成
に
寄
与
す
る
た
め
の
提
言
を
な
そ

う
と
の
発
想
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
台
湾
の
法
制
史
学
界
の
一
つ
の
特

性
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

台
湾
の
法
制
史
学
界
に
つ
い
て
、
一
章
で
全
体
的
概
観
を
、
二
章
で

論
題
を
絞
っ
た
個
別
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
十
年
の
全

体
的
な
研
究
の
展
開
状
況
と
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
動
き
に
つ

い
て
あ
る
程
度
は
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
最
後
に
一

言
付
け
加
え
た
い
。

日
本
に
お
け
る
法
文
化
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
川
島
武
宜

『

日
本
人

の
法
意
識』

(

岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年)

を
掲
げ
る
こ
と
に
お
そ
ら
く

異
論
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う

(

５)

。
そ
こ
で
も
し
日
本
人
の

｢

法
意
識｣

の

分
析
を
通
じ
て
、
現
在
の
社
会
に
お
い
て
何
を
変
革
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
か
を
訴
え
る
と
い
う
川
島
氏
の
研
究
方
法
と
目
的
が
、
法
文
化

研
究
に
必
要
な
要
素
だ
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
二
章
で
掲
げ
た

論
稿
で
は
台
湾
社
会
の
法
に
関
わ
る
特
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
の
台
湾
社
会
で
の
秩
序
形
成
の
た
め
に
何
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

か
を
訴
え
て
い
る
こ
と
は
こ
の
要
素
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
な
ら
ば
こ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
文
献
を
法
文
化
研
究
と
し
て
一
括

り
に
し
た
こ
と
は
や
は
り
あ
り
う
る
選
択
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
法
文
化
研
究
に
論
及
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な

研究ノート
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